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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本工作機械工業会（JMTBA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本

産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS B 6331-1:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 6331 規格群は，次に示す部で構成する。 

JIS B 6331-1 数値制御旋盤及びターニングセンタ－試験条件－第 1 部：水平主軸をもつ機械の幾何精

度 

JIS B 6331-2 数値制御旋盤及びターニングセンタ－試験条件－第 2 部：垂直主軸をもつ機械の幾何精

度 

JIS B 6331-3 数値制御旋盤及びターニングセンタ－検査条件－第 3 部：逆さ工作主軸をもつ機械の静

的精度 

JIS B 6331-4 数値制御旋盤及びターニングセンタ－検査条件－第 4 部：直進及び回転運動軸の位置決

め精度 

JIS B 6331-5 数値制御旋盤及びターニングセンタ－試験条件－第 5 部：速度及び補間運動の精度 

JIS B 6331-6 数値制御旋盤及びターニングセンタ－検査条件－第 6 部：工作精度検査 

JIS B 6331-7 数値制御旋盤及びターニングセンタ－検査条件－第 7 部：座標平面内における輪郭性能

の評価 

JIS B 6331-8 数値制御旋盤及びターニングセンタ－検査条件－第 8 部：熱変形試験 
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数値制御旋盤及びターニングセンタ－試験条件－ 

第 1 部：水平主軸をもつ機械の幾何精度 

Test conditions for numerically controlled turning machines and  

turning centres-Part 1: Geometric tests for machines with  

horizontal workholding spindle(s) 

 
序文 

この規格は，2020 年に第 2 版として発行された ISO 13041-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項，JIS B 6190-1:2016

又は JIS B 6190-7:2019 の細分箇条番号に関しては，対応国際規格で参照している細分箇条番号の不整合の

訂正事項である。 

JIS B 6331（規格群）の目的は，比較，受渡し，保守又はその他の目的で実行可能な幾何精度，位置決め

精度，輪郭運動精度，熱変形精度及び工作精度試験に関する情報を可能な限り幅広く，包括的に提供する

ことである。 

この規格は，JIS B 6190-1:2016 及び JIS B 6190-7:2019 を参照して，単独で又はフレキシブル生産システ

ムに組み込んで使用する心押台をもつ又はもたない数値制御旋盤及びターニングセンタの試験条件につい

て規定している。また，この規格は，汎用及び普通精度の数値制御旋盤及びターニングセンタの試験結果

に対応する許容値についても規定している。 

1 適用範囲 

この規格は，JIS B 6190-1:2016 に基づき，水平工作主軸をもつ普通精度の数値制御旋盤（以下，NC 旋盤

という。）及びターニングセンタの幾何精度試験について規定する。また，この幾何精度試験に対応する許

容値についても規定する。 

該当する場合は，この規格は，水平工作主軸をもつタレット旋盤及び単軸自動旋盤にも適用する。 

この規格は，NC 旋盤及びターニングセンタの様々な概念又は形態，及び共通する機能について説明す

る。また，用語及び制御軸の名称についても規定する。 

この規格は，機械の精度試験だけを扱い，通常，精度試験前に実施する機械の運転試験（例えば，振動，

異音，スティックスリップ）又は機械の特性試験（例えば，主軸回転速度，送り速度）には適用しない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
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